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１　七夕の願い事 

　　多くの日本人が，七夕の短冊に願い事を書いて７月７日を楽しみます。「願うだけじゃ叶わな

　い。」それは確かに事実だし，「努力が必要だぞ。」と言いたくもなるけれど，この文化は， 

　もっと尊い価値に裏付けされたものだぞと子どもたちには伝えたいのです。 

　　美しい夜空の星に願いを懸ける夜，その時の人の心も，きっと美しく輝いています。 
、、、、、 、、、

 

２　感動できる心 
、、、

　　「感動する心」とは，美しいものを美しいと感じる心，または，人知を超えた崇高なものに対す

　る畏敬の念のことです。そしてそれは，人の疲れた心を癒やしたり，折れそうになっている心を支

　えたりすることができると考えています。 

　　友情がテーマの映画に感動した後，「友人に会いたいな。」と 

　思ったり，満天の星空を眺めて，「明日もがんばろう。」という気持ち

　がわいてきたりするものです。日常から離れて，山に登り，日々のス

　トレスを吹き飛ばすつわものたちは，この心の仕組みを利用している

　といえます。それです。それなんです，子どもたちに身に付けてほし

　い，感動できる心。そしてそれが支えるたくましさ。 
、、、

 

３　お天道様が見ている 

　　「誰も見ていなくても，人として間違った行いをするな。」と

　いう先人の教えです。日本人の心です。車が１台も通らないのに，

　赤信号では渡らない日本人。大震災の時でも奪い合わずマナーを

　わきまえる日本人。サッカーの世界大会で試合後に掃除をする日

　本人サポーター。損得ではなく，誰かが見ているか否かではなく，

　正しいことを正しいと感じ，行動に移せる日本人のプライドです。

　そんな場面を知らされる度に，日本人でよかったと心から思いま

　す。これらの美しい行動のベースには，「お天道様」が崇高なものとして日本人の心の基礎にし
、、、

　っかと腰を据えているのです。 

 

４　夏，南町だからこそ 

　　南町の夜は，ひときわ美しい星空が広がり，この町を見守る山々は，何百年もその形を変え

　ずにそこに居続けています。７月２１日（日）には，人の命（時間）を遙かに超えた長い歴史

　を持つ夏越し祭りが開催されます。「南町だからこそ」の感動を子どもたちと一緒に得られる夏

　にしてください。お願いします。 

世界が感動した東日本大震災の時の行列



            

 

 　

　６月１１日(火)，３年生以上の子供たちが，大隅地区消防組合の方々から

心肺蘇生法を学びました。子どもたちは一人一人，人型の型紙とスポンジで

できた心臓で体験しました。 

　どの子も真剣で，①１分間に100回のリズムで心臓圧迫を行うこと，➁乾電

池１個分の深さを押し続けること，③体重をかける正しい姿勢等を学びまし

た。まずは，水難事故に絶対に合わない意識を高め，もしもの時には自分が

命を助ける知識を学んだ有意義な時間になりました。 

 

 

　　　　〈心肺蘇生法の練習〉 

　６月８日（土)，南っ子応援団の方々のご協力をいただき，田植えを行いました。昨年は，英語を教え

てくれるホセイン先生も植えてくださり，めでたい150周年記念紅白餅ができた年でした。今年もたくさ

んの保護者と南っ子応援団も手伝いに来てくださり，賑やかな田植えとなりました。おいしい餅米がたく

さん収穫できて，稲門や南っ子祭りで活躍する餅米に育つと思います。秋には稲刈りをします。また，応

援に来てくださることを期待しています。 

 　

 

 

　６月１９日(水)，「子ども110番の家」を受

けてくださっている榎原さんに来ていただ

き，不審者対応訓練を行いました。模擬訓練

では，大姶良交番の警察官が不審者役，子ど

も110番の家で不審者の特徴を説明する練習

をしました。子どもたちは訓練と分かっていても，不審者の特徴をなかなか表現できないようでした。 

 

 

 

　６月８日(土)，田植えが終わってから事業部のお父さん方が集まって，テ

ント倉庫からダンボールや新聞紙をトラックに積み込み，業者に運びました。

慣れているベテランの事業部員と，初めて作業を経験する新人の部員さんも

いて，事業の伝達もできている場面でした。ありがとうございました。 

                                         〈事業部の古紙回収〉 

 

７月２０日(土)　かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島(～23日) ８月　１日(木)　出校日 

　　２１日(日)　水難事故防止運動強調月間（～８/３１） 　　　５日(月)  鹿屋市小・中英語弁論大会 

　　２１日(日)　年貫神社夏越し祭り 　　１１日(日)　山の日 

　　２３日(火)　ほたる号来校 　　１２日(月)  振替休日 

    ２７日(土)  育成会レク 　　１３日(火)～１６日(金)　学校閉庁日   

　　３０日(火)  平和の花束2024 　　２１日(水)  出校日 

          ２８日(水)  ほたる号来校 

９月　１日(日)　ＰＴＡ奉仕作業

７～８月の主な行事予定


